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 シャガールとピカソは、ともに 20 世紀を代表する芸術家です。 

しかし、その表現姿勢は、芸術に革新性を求め続けたピカソと、豊かな色彩で幻想的な作品

をつくり続けたシャガール、というように対照的なものでした。一方、主題においては「愛」

や「平和」など、共通したものも見受けられます。今回は、特に二人の後半生に制作された

作品から、彼らの平和への思いを読み解きます。 

 

日  時：平成 29年 7月 14 日（金） 午後 2時～4 時  

会  場：南部生涯学習センター 1 階ホール 

会  費：無料 

対  象：どなたでも 30 人 

講  師：小川かい氏（静岡市美術館学芸員） 

申込方法：平成 29年 6月 23 日（金）午後 2時から 

     直接電話で南部生涯学習センターへ （申込順） 

     ☎ ２８１－２１８４ 

 

【個人情報の取扱いについて】 ご提供いただいた個人情報は本事業の目的以外には使用いたしません。 
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平成２９年度 静岡市美術館×南部生涯学習センター連携事業  広報しずおか６月号掲載 

しずび出前講座 

いま制作中の「ゲルニカ」も、そしてまた私

の最近のほかの作品においても、私ははっ

きりとスペインの軍部に対する憎悪を表現

している。 

絵画というのは、けっして部屋の壁を飾る

ために描かれるものではない。 

それは、敵に対する戦争の、防御と攻撃の手

段なのだ   

           Ｐ・ピカソ 

 

指定管理者 静岡市文化振興財団共同事業体


